
３－１ 本 県 の 概 要 ・ 農 業 の 概 要

くまもとの農業

第３章 本県農業の姿 ～各種統計データから～
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１ 熊本県の概要 ２ 熊本の気象

３ 農業の概要

熊本県及び国の各種指標に占める農業の割合

○ 熊本県は、世界最大級のカルデラを有する阿蘇や、美しい島々からなる天草に代表される素晴

らしい自然にあふれています。また、阿蘇山、九州山地に源を発する菊池川、球磨川などの一

級河川や豊富な地下水など、水資源にも恵まれています。

○ 三方を山に囲まれているため、天草地方を除いて、全体的に内陸性気候であり、年平均気温は

熊本市で ℃前後、阿蘇地方で ℃前後となっています。また、年間降水量は平地で約

、山地で約 となっています。

○ このような豊かな自然の恵みを背景に、米、野菜、果樹、畜産をはじめ、多彩な農産物が栽培

されています。これらの安全安心な熊本の農産物は、世界に誇れる私たちの大切な「宝」です。

○ 農業生産の主要な担い手で

ある認定農業者数は全国第

位、基幹的農業従事者数は

全国第 位です。

○ 平成 年の農業産出額は

全国第 位、生産農業所得

は全国第 位です。

○ 全国第１位が７品目 いぐ

さ、宿根カスミソウ、すいか、

トマト、不知火類 デコポ

ン 、なつみかん、葉たばこ

があり、その他にも、くり、

トルコギキョウ、なす、しょ

うがなど、全国的にも上位を

占める品目が数多くありま

す。

（出典）

農林水産省「 年農林業センサス」、「作物

統計」、「生産農業所得統計」、総務省「国勢調

査」、「労働調査」、内閣府「国民経済計算」、熊

本県統計調査課「県民経済計算報告書」 他
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２－７ 地産地消の推進・食文化の継承に関する主な取組

くまもとの農業

○くまもとふるさと食の名人の活動

熊本県の郷土料理について卓越した知識・技術・経験を有し、伝承活動等に取り組む方を「くまも

とふるさと食の名人」に認定。地域での食文化伝承活動や加工品開発等を支援しています。

くまもとふるさと食の名人の認定状況 人

新規認定数

活動者数

○「くまもとジビエ研究会」の活動

（２）食文化の継承

小学生への食育・伝承活動 地域の産物を使った加工品の販売・開発

「くまもとジビエ研究会」は平成２４年１１月

に設立されました。捕獲したシカ及びイノシシの

肉（「くまもとジビエ」）を地域資源として有効に

活用し消費の拡大を図ることで、地域の活性化に

資することを目的としています。

会員は処理施設関係者、飲食店業者、行政関係

者等で組織し、研修会、検討会、消費拡大のため

のジビエ料理フェア等を実施しています。

＜ホームページアドレス＞

研究会の研修風景

「くまもとジビエ

研究会」ロゴマーク












